
















▲寝室内部の古斎コーナー

▲採光と通風を考慮し、 天守閣をイメージした2階多目的室の吹抜空間。
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講評

1 F 掛川市内の旧家を、区画整理で移転することになり重くて崩れ易

い土蔵を30m曳家し、蔵として保存した。そして、新しい家は旧

家の木材や銘木を出来るだけ生かし、またご自身の職業である

掛川地場産の葛が内装の随所に使われていて施主の愛情がよ

く感じられて心和む。門をつくらず、蔵を奥に配し、居間の大き

なガラス面が、夜のライトアップ効果と共に、街並みにゆとりをも

感じさせてくれる。町家であるのに、居間のガラス墜、吹抜き、

光庭、トップライトを使って、内部はトイレ、浴室に至るまで柔らか

く明るい。プラン中央の斜めの小間の利用も面白く、食料庫を

含め収納は充分。親夫婦、子供夫婦、お孫さん達が、夫々のセ

ンス、趣味を生かしながら一つの台所や居間で団槃する生活は

如何にも楽しそうである。
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